
       

    坪生学区まちづくり計画 
 

～夢と笑顔のあふれるまちづくり～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

坪生学区まちづくり推進委員会 



目  次 

   

     １ 学区の概況             P１ 

     ２ 学区の現状と課題          P２ 

     ３ まちづくりの基本姿勢              P３ 

       ４ 活動方針                          P４～P５                         

     ５ まちづくり行動計画               P６ 

   ６ 行動計画の実施方法                P７～P８ 

      ７ まちづくり推進体制                P９～P１０ 

・町内会連合会 

・まちづくり推進委員会 

・自主防災組織 

・学校支援地域本部  

付 1 ．各町内会（自治会）の実態      P１１ 

2 ．地域懇談会の集計表            P１２ 

 

        

表紙 写真「神森神社秋季大祭」 

2013年 11月「つぼうふれ愛フェスティバル」で坪生学区を 

対象にした写真コンテストで金賞を受賞した相原孝夫さんの作品 

  



１．学区の概況 

 

坪生学区は、福山市の南東部に位置し、岡山県笠岡市と接している。歴史は古く、平安時代

に開墾され、藤原家の荘園として発展し、多くの史跡が保存されている。 

農業を中心とした坪生盆地には、川がないため、多くのため池を造り、わずかな高低差を利

用して用水を確保した。自然環境には恵まれているが、近年宅地造成が進み、福山市東部のベ

ッドタウンの様相を呈している。気候は温暖で、長年、自然災害や危機に直面することもなか

ったので、災害に対する意識は薄い。 

昭和３０年に坪生、春日、大津野の３か村が合併して深安町となる。当時、坪生は２８３戸、

人口１，４６９人、であった。昭和４０年に福山市に合併、日本鋼管福山製鉄所（現ＪＦＥス

チール株式会社）完成とともに住宅団地も次々に完成し、住民が増加した。その後も、坪生公

民館開館、坪生小学校の移転、山陽自動車道の開通により、坪生学区の風景も大きく変貌した。 

教育・文化面では、公共の建物は、小学校、幼稚園、公民館、東朋ふれあいプラザのみで少

ないが、小学校と地域との連携、公民館のサークル活動、東部市民大学の受講など、学習やボ

ランティア活動に熱心に取り組んでいる。 

 

 

 

 

 

 

・略年表                      ・総人口・小学校児童数の推移 

 項     目 年度 人口数 児童数 

１９５５（Ｓ３０） 

１９６５（Ｓ４０） 

 

１９７３（Ｓ４８） 

１９７５（Ｓ５０） 

１９９１（Ｈ ３） 

１９９７（Ｈ ９） 

２００７（Ｈ１９） 

 

２０１０（Ｈ２２） 

坪生・春日・大津野村合併、深安町 

福山市に合併、坪生町 

日本鋼管福山製鉄所稼働 

坪生公民館開館 

坪生小学校移転 

東朋ふれあいプラザ完成 

山陽自動車道開通 

坪生ふれあい推進委員会発足 

明るいまちづくり坪生学区委員会 

まちづくり推進委員会に併合 

坪生公民館改築移転 

２００４ 

２００５ 

２００６ 

２００７ 

２００８ 

２００９ 

２０１０ 

２０１１ 

２０１２ 

２０１３ 

２０１４ 

１０,６９４ 

１０,７１７ 

１１,１４６ 

１０,９６０ 

１１,０４５ 

１１,０１０ 

１０,０８１ 

１１,１６８ 

１１,１３６ 

１１,１７６ 

４６４ 

６８５ 

７０４ 

７２５ 

７３６ 

７３６ 

７３５ 

７１９ 

７０１ 

７０９ 

７００ 
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２．学区の現状と課題 

 

東京オリンピックが開かれた１９６４年から５０年、日本は大きく様変わりした。戦後復興、

高度経済成長と世界に誇った時代から、超高齢化、低成長の時代に入り、大家族や濃密なつな

がりのある地域社会の風景は失われつつある。１０年後には、人口減少とともに戦後ベビーブ

ームで生まれた団塊の世代が全員７５歳を超えるなど、これからのまちづくり計画に大きな影

響を与える課題が山積している。 

   坪生学区も、こうした全国の課題とほぼ同じ課題をかかえており、地域性を加味して、どの

ように解決していくかが今問われている。 

 

 

～主な課題をあげると～ 

 

（１） 位置的な課題 

 

坪生学区は、福山市の東端にあり、公的建物が小学校、幼稚園各１、公民館１、東朋

プラザ１と少なく、中学校、高校、大学はない。 

       また、交通も不便で、井笠バス（株）が倒産し、代替バスが減便となって運行してい

るが、待ち時間が長いなどの理由で利用者の増加が見込めない。 

学区内には、病院、商店が少なく通院、買物など不便をきたしている。 

 

（２） 町内会の課題 

 

学区内には、２５の町内会があるが、そのうち、自治会の名称は１つのみで、名称の

統一の課題が残っている。 

      また、７７０世帯の町内会から１３世帯の町内会、旧村時代から住んでいる人が多い 

町内会と新しく団地に引越して来た人たちを中心にした各町内会で異なる課題がみられ

る。 

 

（３） 超高齢化と少子化による課題 

 

会員の減少と後継者の育成、介護や見守り支援、ふれあいサロンの設置など課題も多

く、まず隣、近所とのつながりが求められる。 

 

（４） 通学路の課題 

 

      信号機の設置、横断歩道、カ―ブミラー、街灯などの設置、いずれも経費を伴うも 

     のだけに、行政に要望しても実現しにくいものが多い。 
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３．まちづくりの基本姿勢 

 

   坪生学区でも、人間関係が希薄になっており、今までも人と人とのつながり（絆）をキャ     

  ッチフレ―ズにして、学区、各町内会、各種団体が独自に、また、相互に連携しながらいろ

いろな行事に取り組んできた。 

   しかし、依然として諸行事に関心の薄い人（または自己中心的な人）と積極的に行事に参

加してボランティア活動に熱心に取り組む人と２極化の傾向がみられる。 

   これらの課題を解決するため、これまで気づいてなかった地域の現状の認識や諸課題に対

して課題意識の共有化を図るため、地域別、世代別に話し合いの場を設定して、今後の「ま

ちづくり計画」を策定することにした。 

 

（１） 地域での話し合い 

２０１３年 ３月     アンケート調査 全戸配布  回収率 ４４．４％ 

       ５月     各種団体長会 

            ５月～９月        町内連合会長会 

             ８月     小学校ＰＴＡ 

     老人クラブ連合会 

     子ども会育成協議会 
８月～10月  地域懇談会 １９会場 

12月     町内連合会役員会で総括 

 

（２） 「まちづくり計画」の策定 

 

       ２０１４年 １月    「まちづくり計画」の構成ならびに素案作成 

２月    まちづくり推進委員会の総会で「まちづくり計画」 

     の原案承認 

            ３月    原稿提出 

              ４月    まちづくり推進委員会の総会で配布 
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まぐらひめ つぼさく 



Ｄ Ｖ Ｄ 

 

 

４．活動方針 

  （１）これまでの主な取り組み 

             ２００７年～２００８年度「安心・安全」 

                「地域力！心でつなぐまち坪生」をスローガンに、あいさつを

はじめ、子どもの見守り、青色パトロールの巡回などに重点をお

いた。また、日ごろ、安心・安全なまちづくりに取り組んでいる

人達や標識等の設置場所がよく分からない住民が多いのでＤＶ

Ｄを作成して周知した。         

 

２００９年～２０１０年度「教育」 

                  住んでいるまちの理解をしてもらうため「坪生知っとるけぇ

～」検定（初級・中級編）を実施した。また、公民館に航空写真

による史跡案内板（１８３cm×２７３cm）を設置し、歴史と文

化の周知を図った。 

       

 

               ２０１１年度「福祉」 

                    高齢者防犯モデル地区の指定や、おでかけ支援の視察など高齢  

者の問題を重点に取組み、災害時要援護者避難支援事業も始めた。 

また、車イスの     また、車イスやアイマスクの体験も実施した。 

       

 

 

２０１２年度「防災」 

                   坪生学区は、自然災害が少ないので防災意識が低い。 

各町内会長に安全な場所（１次避難場所）や危険な場所のチェッ

クを再確認してもらい「防災マップ」を作成した。 

          ３月の防災訓練には、８９６名が参加し、いろいろな体験を経

験することができた。 

 

            

２０１３年度「活力」 

                       坪生公民館創立４０周年記念行事と共催して「ふれ愛フェステ

ィバル」を実施。約３，５００人が参加した。        

                   北広島町の神楽団や坪生消防分団の「木遣り」で盛りあがり、

町民の絆を深めることができた。 

                  また、坪生学区内を対象に絵画、写真コンテストを実施。坪生

のよさを再認識した。 
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検定合格証 

 

 

防 災 訓 練 

神楽（八岐大蛇） 

車イスの体験 



（２）２０１４年～２０１６年度の「まちづくり計画」 

    これまでの取り組みをさらに充実・発展させるとともに新しい課題に挑戦するため、 

５つの柱をたてて、まちづくりを推進します。 

 

                        ☆ 人権を尊重し差別のないまちづくり 

         ・「住民学習」の参加率をさらに向上させたり、研修会に参加して

理解を深め、差別のないまちづくりを進めます。 

・広報紙「坪生学区協働のまちづくり」（Ａ４判）を隔月に発行し

て各戸配布し、学区内の動静や重要な事業等の解説を行い、住民

に情報を提供します。 

       

       ☆ 人と人とのふれあいのあるまちづくり 

           ・恒例の「夏まつり」や「ふれ愛フェスティバル」を通じて、隣、

近所のつきあいを深めることからスタートし、将来を担う小学生、

中学生の参画をはかり、自助、共助、公助による夢と笑顔のあふ

れるまちづくりを進めます。 

 

☆  安心で安全なまちづくり 

           ・通学路等で交通事故多発地点、不審者の出没地点等危険な場所を

地図で示し、子どもの見守りや横断歩道、信号機の設置等を要望

していきます。 

 ・災害に備え、訓練や研修会を通じて、防災（減災）意識や絆を深

め防災器材等の整備を行い、安全なまちづくりを進めます。 

 

 

      ☆ 安らぎと支えあいのあるまちづくり 

      ・子どもたちを学校、保護者、地域で協力しながら素直で責任感の

強い子に育てます。 

               ・高齢者の抱えている課題を支援しながら、世代を超えた行事を行

い、いきいきと暮らせるまちづくりを進めます。 

 

☆  笑顔ひろがるまちづくり 

・まちづくりの基本は、学区民一人ひとり、健康であることです。 

・特定健診を受けることはもちろんのこと、健康料理教室や健康

体操等に参加して、みんなと語りあい、楽しい日々が過ごせるよ

うにまちづくりを進めます。 
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広 報 紙 

 

登 校 時 

 

三世代運動会 

夏まつり（坪生音頭） 

協働のまちづくり（広報紙） 

健康料理教室 



５．まちづくり行動計画 

推進方針 事業内容 
目標（実施）年度 

２０１２ ２０１３ ２０１４ ２０１５ ２０１６ 

人権を尊重し差別

のないまちづくり 

・ 学区内の諸行事の把握 

・ すぐれた町内行事への助成 

・ 全国大会等の出場者顕彰 

・ 住民学習の参加率アップ 

・ 広報誌「協働のまちづくり」発行 

○ 

◎ 

◎ 

○ 

◎ 

○ 

○ 

○ 

◎ 

○ 

○ 

○ 

○ 

◎ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

人と人との 

ふれあいのある 

まちづくり 

・ ふれあい夏まつり 

・ ふれ愛フェスティバル 

・ 学区民運動会 

 

◎ 

○ 

○ 

 

○ 

◎ 

― 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

安心で安全な 

  まちづくり 

 

 

 

 

 

 

・ 子どもの見守り活動 

・ 子ども１１０番の家加入促進 

・ 青色パトロールの巡回 

・ 防災マップの作成 

・ 自主防災・初期消火の訓練 

・ 信号機、横断歩道等の増設 

・ 災害時非常用品の充実 

・ 交通事故多発地点マップの作成 

○ 

○ 

○ 

◎ 

◎ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

◎ 

◎ 

○ 

◎ 

◎ 

○ 

◎ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

◎ 

○ 

◎ 

○ 

安らぎと支えあい

のあるまちづくり 

・ ふれあいいきいきサロン 

・ おもちゃサロン活動 

・ 小地域福祉ネットワーク活動 

・ 高齢者の見守り支援 

・ 災害時要援護者の支援 

・ 三世代運動会 

・ 仮称「お助けマン」の創設 

・ 買物難民の支援 

◎ 

○ 

○ 

○ 

◎ 

○ 

― 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

― 

○ 

○ 

○ 

○ 

◎ 

◎ 

○ 

― 

○ 

◎ 

○ 

◎ 

○ 

○ 

◎ 

○ 

◎ 

◎ 

○ 

○ 

○ 

◎ 

○ 

◎ 

○ 

笑顔ひろがる 

   まちづくり  

・ 遊歩道の整備 

・ 健康＆クリーンウォーキング 

・ とんど祭り 

・ 健康料理教室 

・ 健康体操の推進 

・ 特定健診の推進 

・ エコ廃油の回収活動 

・ ゴミ分別の周知徹底 

◎ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

◎ 

○ 

○ 

◎  

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

◎ 

○ 

○ 

○ 

◎ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

◎ 

◎ 

○ 

○ 

◎ 

◎ 

○ 

○ 

○ 

○ 

◎ 

◎ 
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６．行動計画の実施方法 

 

２０１４年度 重点目標「安心・安全」 

 

当学区内は、農村地帯が急激に宅地化したことから、（横断）歩道や信号機のない交差点が

多く、通学路にも危険箇所が多い。 

最近、新しい県道（神辺～大門線）が開通し、自動車の通行量も多く、規制されたスピー

ドを超えて走る車も増えている。 

交通事故を未然に防ぎ、子どもが安心して通学できるよう取り組んでいきたい。 

 

主な取組 事業内容 
取組主体 

目標年度 
学 区 協 働 学区外 

通
学
路
の
安
全
確
保 

学区の見守り 

通学路の草刈 

交通量の実態調査 

危険箇所マップ 

注意等看板設置 

歩道の設置 

カーブミラーの設置・点検 

信号機設置 

○ 

○ 

◎ 

◎ 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

２０１３ 

２０１３ 

２０１４ 

２０１４ 

２０１４ 

２０１５ 

２０１５ 

２０１６ 

 

不
審
者
対
策 

青色パトロールの巡回 

子ども１１０番の家加入促進 

高齢者の見守り 

特殊詐欺の防止 

街灯の整備 

○ 

◎ 

○ 

○ 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

２０１３ 

２０１４ 

２０１４ 

２０１４ 

２０１５ 

住
民
へ
の
啓
発 

小学校自転車教室 

交通安全講習会 

防犯講習会 

○ 

◎ 

◎ 

 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

２０１３ 

２０１４ 

２０１４ 

 

（注）目標年次は、今までも実施してきたが、特に重点を置く年次を示した。 

学 区：自分たち（町内会、学区）でできること。 

協 働：行政（主として福山市）と協働でできること。 

学区外：学区では難しいもの（国、県、警察署など） 
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２０１５年度 重点目標「福祉」 

 

坪生学区内では、２０１３年度７５歳以上の高齢者が１，０００人を超えた。 

毎年１００人前後の増加である。また、６５歳以上の人が人口に占める割合も２４％で 

１０年後には確実に４人に１人が高齢者となる。 

こうした超高齢化社会にどう対処するか、その対策が早急に求められている。 

 

 

 

２０１６年度 重点目標「環境（防災）」 

 

２０１１年に発生した東日本大震災を契機に、自然災害の少ない坪生学区でも徐々にその

意識は高まりつつある。 

防災地図はすでに作成しているが、防災訓練を通して災害時の活動に役立つよう継続して

防災知識の啓発や訓練などの実施に取り組みたい。 

その他、身近な問題では、ゴミ問題、犬猫の問題、公園の整備やマナーを守らない人の対

応など課題は多い。 
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主な取組 事業内容 
取組主体 

目標年度 
学 区 協 働 学区外 

高
齢
者
対
策 

高齢者の見守り 

要援護者の支援 

健康料理教室の推進 

健康体操の推進 

敬老会の有り方 

「お助けマン」の創設 

会員の減少対策 

交通手段の確保 

買い物難民の支援 

 

○ 

◎ 

○ 

○ 

◎ 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

２０１３ 

２０１４ 

２０１５ 

２０１５ 

２０１５ 

２０１５ 

２０１５ 

２０１６ 

２０１６ 

子
ど
も
等
対
策 

三世代運動会 

おもちゃサロン 

小学校との連携 

子ども会の育成 

◎ 

○ 

◎ 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１３ 

２０１４ 

２０１４ 

２０１５ 

 



８．まちづくり推進体制 

町内会連合会 まちづくり推進委員会 自主防災組織 備 考 

会 長 委員長 会長  

副会長 副委員長 総  務 実行委員会  

〃 〃 ふれあい 本部役員  

〃 〃 安心・安全 〃  

〃 〃 福  祉 〃  

事務局長 〃 環  境 〃  

会計 事務局長 〃  

会計補佐 事務局補佐 事務局長  

会計監査 会計 事務局員  

〃 会計補佐 〃  

顧問 会計監査 会計  

〃 〃 会計補佐  

〃 事務局員 監事  

 〃 〃  

 〃 顧問  

 〃 〃  

 〃   

 

 

坪生学区まちづくり推進委員会構成団体 

委員 

坪生学区町内会連合会 民生委員児童委員 坪生学区交通安全自治会 

各町内会会長 坪生学区青少年育成員協議会 坪生小学校 

坪生学区人権学習推進協議会 坪生学区子ども会育成協議会 坪生小学校ＰＴＡ 

自主防災組織 坪生学区女性会 東朋中学校 

坪生公民館運営委員会 坪生学区老人クラブ連合会 東朋中学校ＰＴＡ 

福山市東防火協会坪生支部 坪生学区体育協会 坪生幼稚園 

福山市消防団坪生分団 坪生学区防犯組合 学識経験者（地域ボランティア） 

坪生学区公衆衛生推進委員会 つぼう郷土史研究会 坪生公民館 

坪生学区福祉を高める会 行政職員の会  
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坪生小学校熱い絆地域本部  連携体制 

 

「坪生小熱い絆地域本部」とは？ 

学校支援地域本部は、学校の教育活動を支援するため、地域住民の学校ボランティアな

どへの参加をコーディネイトするものです。すなわち、地域住民が学校を支援するこれま

での取り組みをさらに発展させて、組織的なものとして学校教育の充実を図るものです。 

    坪生学区では、以前からさまざまな学校支援を行ってきましたが、さらに学校、家庭、

地域が一体となって子どもを育てる体制を整えるため、２０１２年度から標記事業に取り

組んでいます。その基本的なしくみは、次のとおりです。 
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支 援 活 動 

地域支援 

コーディネーター 

本 部 長 

連合会会長 

 

学習支援部 

生活科・総合的な学習

の時間ボランティア 

ミシンボランティア 

クラブ活動

指導部 

環境 

整備部 

安全 

確保部 

行事 

支援部 

校 長 

坪生小学校 

クラブ担当 

坪生小学校 

ミシン担当 

 

坪生小学校 

図書担当 

 

坪生小学校 947－2109 

窓 口 主幹教諭 

坪生小学校 

スクールサポート担当   

教頭 

協 力 依 頼 

調 整 

決 済 

PTA 



坪生学区町内会（自治会）実態 

４９ 

 

１２ 

 

４９ 

 

 

 町内会名 世帯数 
人口 

７５歳以上 

集会所の 

有○・無

× 

町内会費 備 考  
加入 未加入 

1 仁井 １１８ ５ ４９ ○ 500  

2 井ノ木 １９ ０ １５ ○         500  

3 井の木前 ３７ ０ ７ ×         500  

4 薬師 ２１ １ ３ ×         500  

5 堂面 ３７ ３ ６ ×         500  

6 瀬戸谷 １３ ０ ４ ×         500  

7 峠  ２ １５ × 500・1,000 ２班あり 

8 中組第一 ４４ １ １３ ×         500  

9 青木 １１８ ３ ３４ ×         500  

10 中組第二 １１２ ５６ ３０ ○         500  

11 東池 １０９ ５４ ５５ ○         600  

12 西池平 ７７ ０ ３６ ○       1,000  

13 葉座 ５８ １ １６ ○ 5,000 （年額） 

14 池上 ８６ ６ １８ ○        600  

15 つくしヶ丘 ６７ ２ ４ ×         500  

16 鶴丘 １２０ ７ ６２ ○         500  

17 ヤケザヤ １０８ ６ ３８ ○         500  

18 山ノ奥 １６ ０ １３ ○       1,500  

19 狐原 １０９ ２８ ３５ ○         500  

20 江戸野 ３８ ５ ２０ ○       1,500  

21 ひばりヶ丘 ７０ ０ １２ ○         500  

22 川原山 ２７０ ３２ ６１ ○         500  

23 青葉台 ２９２ ２０ ８３ ○         600  

24 東陽台 ６００ １７０ ３６７ ○         550  

25 ニュータウン     １  ×     500  

 合 計 ２９０６ ４０３ １００８ 有１６   

－１１－ 

 

３１８ 



 

12 ページは，別ファイル「2 ．地域懇談会の集計表（P12）」

を参照してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 


